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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月24日(2008.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カテキン調製物を含む組成物とケージまたは畜舎の表面を接触させる工程を含む、該表
面上の感染性ＳＡＲＳウイルスの数を減少させる方法であって、カテキン調製物が、少な
くとも２ｌｏｇ１０単位、感染性ＳＡＲＳウイルスの数を減少させるのに有効な濃度で存
在する方法。
【請求項２】
　カテキン調製物を含む組成物と動物の表面を接触させる工程を含む、該表面上の感染性
ＳＡＲＳウイルスの数を減少させる方法であって、カテキン調製物が、少なくとも２ｌｏ
ｇ１０単位、感染性ＳＡＲＳウイルスの数を減少させるのに有効な濃度で存在する方法。
【請求項３】
　カテキン調製物が、エステル化カテキンおよびガロイルカテキンのうちの少なくとも一
つを主に含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　カテキン調製物が、緑茶抽出物、緑茶抽出物粉末、および緑茶濃縮物からなる群より選
択される成分を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　表面を接触させる工程が、カテキン調製物を表面に噴霧することを含む、請求項２に記
載の方法。
【請求項６】
　カテキン調製物が、少なくとも３．５ｌｏｇ１０単位、感染性ＳＡＲＳウイルスの数を
減少させるのに有効な濃度で存在する、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　緑茶由来の近天然のカテキン調製物を含む組成物とウイルス担体を接触させることを含
む、エクスビボのＳＡＲＳウイルスの蔓延を減少させる方法であって、カテキン調製物が
、少なくとも２ｌｏｇ１０単位、ＳＡＲＳを不活化する濃度で存在する方法であって、該
ウイルス担体が下記の群より選ばれる方法；
（１）　動物、
（２）　寝具表面、
（３）　衣服表面、及び
（４）　医療機器表面。
【請求項８】
　近天然のカテキン調製物が、緑茶抽出物、緑茶抽出物粉末、および緑茶濃縮物からなる
群より選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　カテキン調製物が、少なくとも３．５ｌｏｇ１０単位、ＳＡＲＳを不活化する濃度で存
在する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ウイルス担体が動物であり、および担体を接触させる工程が、カテキン調製物を動物に
噴霧することを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　製剤が表面に適用された場合に、少なくとも２ｌｏｇ１０単位、ＳＡＲＳを不活化する
のに有効な濃度でカテキンを含む液体または粉末の製剤、および製剤を表面に適用し、こ
れにより表面上の感染性ＳＡＲＳウイルスの数を減少させるための説明書を含むキット。
【請求項１２】
　製剤が、粉末製剤である、請求項１１に記載のキット。
【請求項１３】
　カテキンが、カテキン混合物の一部として製剤中に存在する、請求項１１に記載のキッ
ト。
【請求項１４】
　カテキン混合物が、緑茶抽出物、緑茶抽出物粉末、および緑茶濃縮物からなる群より選
択される、請求項１３に記載のキット。
【請求項１５】
　カテキンが、少なくとも３．５ｌｏｇ１０単位、ＳＡＲＳを不活化するのに有効な濃度
で存在する、請求項１１に記載のキット。
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